
“どうせ無理”を 

チームみんなでブッ飛ばせ 

１５０万を何に使う？ 
 学力向上委員会通信をいつもご愛読いただき、ありがとうございます。先日、ご感想をいただいたのでご紹介します。 

 いつも、お便り楽しみにしています。中学校時代の多感な時期に、親として子に伝えたい大切な事を「そうそう…」

と親である私自身が心に言い聞かせています。そういえば全力を注ぐ生活、しばらく忘れます。（2 年生 保護者） 

 学力向上委員会通信を読んで、夢を持つことはとても大切なんだなと思いました。私は、あまり深く夢について考え

たことがありませんでした。でも、少し夢について考えてみようと思いました。そして、夢がなくても、今やってい

ることを全力でやろうと思いました。（1 年生 生徒） 

 微々たるものかも知れませんが、皆さんがこれからの人生で手にするであろう成功を、できる限り大きなものにしてあ

げる力になれたらうれしいです。 
さて、皆さん！「３年間で自由に使える１５０万をあげる！」って言われたら、欲しいですか？一つ条件があります。

「使い切ってください。」１５０万、欲しいですか？もちろん欲しいですよね。１５０万を手にしたら、何に使いましょう

ね？この先を読み進める前に、ちょっと考えてみてください。できれば、使い道を思いつくだけ紙に書いてください。…

……ちゃんと考えてくれました？１５０万、遊びに使いますか？スポーツに使いますか？勉強に使いますか？それとも

…？？？ 
 皆さんの考えた１５０万の使い道を、３つに分類してみましょう。１つ目は「投資」です。将来を見込んでつぎ込むこ

とです。２つ目は「消費」です。今、必要なことに使うことです。３つ目は「浪費」です。単なる無駄使いです。何に多

く使おうとしましたか？消費は必要なことなので、仕方がないこととして、投資と浪費、どちらに多く使うといいか分か

りますよね。もちろん、投資です。でも皆さんの考えた１５０万の使い道に、いったいどれだけの「投資」があったでし

ょう…。 
 ３年間で１５０万、そんなの架空の話って思われそうですが、実は皆さん一人一人が３年間で１５０万を手にしている

のです。きっと、１５０万の単位を「円」で考えたでしょうが、皆さんが手にする１５０万は時間の単位である「分」で

す。３年間で、およそ１５０万分あります。皆さんは中学校３年間でおよそ１５０万分を確実に手にして、そして１５０

万分を使い切るのです。何に使っていますか？投資ですか？消費ですか？浪費ですか？当然ですが、投資に多くの時間を

使った人と、浪費に多くの時間を使った人の人生は、全く違うものになります。将来を輝かせたいのなら、投資に多くの

時間を使う必要があるのです。中学校時代にできる時間の投資…ここまで話をしたら、「勉強」の二文字は頭に浮かぶでし

ょう。「よし！将来への投資のために勉強しよう」と考えてくれる人も多いでし

ょうが、同じ時間勉強をするにしても、勉強も３つに分類することができます。 
あなたの勉強は、投資ですか？消費ですか？浪費ですか？ 

 同じ５０分の授業の中で、あなたはどんな気持ちで臨んでいますか？将来のた

めだと考えて授業に臨んでいる人もいるでしょう。もしかすると「とりあえず座

っていよう」「早く授業が終わればいいのに…」と考えている人もいるかも知れ

ません。宿題のプリントも「将来のため」なのか、「怒られないため」なのか…

取り組む姿勢で全く違うものになります。提出のためだけに、浪費している人はいないでしょうか。 
 テストをすると、結果が返ってきます。この結果は、これまでの自分の頑張りの評価でもあります。これまでの勉強は、

投資だったのか、消費だったのか、浪費だったのか…。おそらく、自分がどんな姿勢で勉強してきたのかは、自分が一番

分かっています。どうせ同じ１５０万分を過ごすなら、少しでも投資を増やしてみませんか。３年生、まだ投資に費やす

ことのできる時間は残っています。２年生、まだ半分も残っていますよ。１年生、まだたくさん残っていてうらやましい

限り！未来のためにいっぱい投資して、自分の未来をピッカピカに輝かせましょう。       （文責：道場 康智） 
一緒に勉強について考えていきましょう。いただいたご意見・ご感想は、通信に記載させていただく場合がございます。 

（お名前は記載しません。） 

ご意見・ご感想をお待ちしております。                   生徒・保護者（お名前             ） 
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